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下記のホームページに詳しい説明が掲

載されています。また、「キッズコー

ナー」では、お子様にもわかりやすく

説明されていますのでご利用ください。

日本工業標準調査会（JISC）
URL：http://www.jisc.go.jp

※上記QRコードからも情報を得られます。
QRコードは、日本で開発されたもので、
日本発の国際標準です。
JIS X 0510　ISO/IEC 18004

暮らしとJ IS

経済産業省
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JIS（ Japanese Industrial Standards）とは日本工業規格のことで、私たちの身の回りにある
さまざまな鉱工業品の品質の改善、生産の合理化、取引の単純公正化、使用や消費の合理化を

図ることなどを目的として定められた、ある一定の基準、つまり標準のこと。

例えば、鉱工業品の種類、形式、形状、寸法、構造、品質などの要素や、鉱工業品の生産方法、

設計方法、使用方法、試験方法や検査方法などが、標準として定められています。

標準を定めること（標準化）は、「互換性の確保」、「品質の確保」、「安全性の確保」などの観点

から、私たちの暮らしに必要なものとなっています。

品質を確保するために定められた標準もあります。

例えば、「除湿機」や「衣類乾燥機」、「電子レンジ」などは、その品質や性能が十分でなければ、

私たち消費者は購入する意味がありません。これが「品質の確保」です。

J ISとは?

JISは日本工業規格のこと

互換性の確保とは…

例えば、普段なにげなく利用する「乾電池」は、同じ種類ならば形や大きさが同じなので、基本

的にどのメーカーのものを使用してもまったく不都合なく使用できます。

また、「携帯電話の数字キー」は、0から9までの10個の数字の配列が決められており、どのメー
カーの携帯電話を使用しても間違えることなく電話をかけることができます。これは、JISに
よって乾電池や携帯電話の数字キーが標準化されているためです。これが「互換性の確保」と

いうことです。

さらに、乾電池、電話の数字キーは国際的にも標準化されているので、海外旅行の時にも困る

ことがありません。

品質の確保とは…

安全性の確保とは…

また、現在法律で着用を義務づけられているチャイルドシートは、子供の生命を守るためには

不可欠です。しかし、せっかく着用していてもシートそのものの十分な安全性が確保されて

いなければ、使用する意味がありません。これが「安全性の確保」です。

他にも、自転車やヘルメットなども、この「安全性の確保」の観点から標準が定められています。
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JISマークがついていることに、どのような意味があるのでしょうか。
製品につけられるJISマークは、その製品のJISが定めているルール
にすべて合格していることを一目でわかるようにしているのです。

これによって、事業者間での取引をしやすくしたり、事業者と消費者

との間で、顔を合わせて説明されなくても、その製品の品質や安全性

などが確保されていることを、みんなが確認することができます。

このように、JISマーク表示制度※1は、製品や技術がJISに合格して
いることを、JISマークによって証明したり確認したりする制度です。

誰でも、JISマークを表示できるわけではありません。
製品にJISマークを表示するためには、これを審査する機関（登録認証機関）からJISマークを表示
してもよいというお墨付き（認証）を受ける必要※2があります。

お墨付きをもらった事業者※3は、製造した製品または技術がJISに適合していることを確認した
うえで、JISマークを表示し、製品を出荷することができます。

J I Sマーク表示制度

「JISマーク表示制度」ってどんな制度?

JISマークが表示される製品

JISマークを表示できる事業者とJISマークの表示

JISマークが表示された製品の販売、購入

出荷された製品にJISマークが表示されていることによって、製品を購入する事業者または
消費者は、改めてその製品を検査しなくても、JISに適合していることを一目で確認すること
ができます。

なお、JISマークは、製品の表面や容器または包装、事業者間での取引の際に使われる送り状
（納入伝票など）に、簡単に消えないように工夫された方法※4で表示されます。

JISマークは、どんな製品にも表示できるというわけではありません。
JISマークを表示するためには、その元となっているJISがなくては
なりません。JISマークを表示するのに適しているJISは、平成20年
1月現在で1,776件です。

JISマーク表示制度は、日本の適合性評価制度の代表例の一つであり、「国に登録された機関（登録認証機関とよば

れています）から、JISマーク表示に関する認証を受けた製造業者、加工業者、販売業者、輸入業者が、その製造または

販売にかかわる製品、または加工品もしくは技術にJISマークを表示することができる制度」です。

認証を受けていない事業者がJISマークを表示した場合、工業標準化法違反となります。

認証を受けることができる事業者は、製造業者、加工業者、販売業者、輸入業者です。

表示をする場所や製品に合わせて、印刷、焼き付け、吹き付け、浮き出しなどの方法で表示されます。

※1 

※2

※3

※4
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私たちの身の回りでは、どのような製品に JISが定められたり
JISマークが使われているのでしょうか。
私たちは、自分で気づかないうちに JIS製品を使っているかもしれません。
みなさんの身の回りにきっとある JISを、探してみましょう。

国際標準化とは、いろいろな製品や事柄についてモノを製造したり

行ったりする際の、世界共通の決めごと（国際規格）を定めることです。

国際標準化が、なぜ重要なのでしょうか。

それは、国際規格を使ってつくられたものであれば、どこの国でも、同

じように使用することができるようになるからです。

例えば、デパートや学校など普段よく行く建物内で目にする非常口を示す案内用図記号

（JISZ8210案内用図記号）。この非常口を示すマークは、日本が提案して国際規格になっており、
海外旅行に行った先でも同じマークを見つけることができます。このように言葉によるコミュニ

ケーションが不自由な外国人や耳の不自由な人にも理解でき、文字・言語の壁を超えて情報伝達を

図る手段として、案内用図記号は世界的にも使用されています。

しかし、日本の状況が国際規格と異なる場合、海外旅行先で、非常口を示すマークがわからなく

なってしまいます。そうならないためには、日本の状況を反映した標準、つまり、JISの内容が
国際規格に盛り込まれる必要があります。

これからの国際競争の時代は、日本が世界をリードし、

日本で生み出した価値あるモノを世界に広めていく

ためにも、国際標準化に積極的に参画していくことが

重要となっています。

日本では、日本工業標準調査会（JISC）が、国際標準
化機構（ ISO）や国際電気標準会議（ IEC）の日本代表
の会員として、国際規格に取り組んでいます。

国際標準化の重要性

身の回りで使われている JIS および JIS マーク 国際標準化に積極的に参画することが大切

各JISの内容は、日本工業標準調査会（ JISC）ホームページ
（http://www.j isc.go. jp ）の「JIS検索」コーナーから見ること
ができます。

参考

CD、DVD

工具（レンチ）

水道の蛇口、ホース

板ガラス

サッシ

蛍光灯卓上スタンド

下水道
マンホールふた

コンセントと
プラグ

自動車用タイヤ

キーボード

ヘヤドライヤ

シートベルト

ノートブック

携帯電話のテンキー

家庭用学習いす家庭用学習机


